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令和７年度 
当初予算当初予算  決まる !!

（ 単位 ： 千円 ）

令
和
７
年
度
一
般
会
計
の
う
ち
、
議
会
費
・
農
林
水
産
業
費
・
消
防
費
・
教
育
費
に
つ
い
て
は
前
年
度
よ
り
減
額
予
算
と
な
っ
た
。

２
０
２
３
年
豪
雨
災
害
時
の
「
湯
湾
大
棚
線
２
」
の
地
滑
り
調
査
や
港
湾
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
事
な
ど
が
主
な
増
額
要
因
で
あ
る
。

４０億４３６９万７千円
前年度対比 0.9％増

予 算 の 使 い 道

１．議　会　費 ６２，８８１ ８．消　防　費 １１５，０１２
２．総　務　費 ８３３，７９４ ９．教　育　費 ４００，５９４
３．民　生　費 ５２１，９７２ 10.  災害復旧費 １１９，３２８
４．衛　生　費 ３０６，４８９ 11.  公　債　費 ４８４，９８０
５．農林水産業費 ４５２，７５１ 12.  諸 支 出 金 ０
６．商　工　費 １０３，０１７ 13.  予　備　費 ５，０００
７．土　木　費 ６３７，８７９

歳　出　合　計 ： ４，０４３，６９７千円

工 事 請 負 費工 事 請 負 費

港湾メンテナンス工事（湯湾港）

７２，０００千円

美長良団地２号棟（８戸）

４８，５００千円

土 木 費土 木 費

災 害 復 旧 費災 害 復 旧 費

委 託 料委 託 料

地 滑 り 調 査 委 託 料

湯 湾 大 棚 線 ２

１１９，３１９千円

P i c k  U p

企 画 費企 画 費

国 際 サ シ バ サ ミ ッ ト
補 助 金

８，３００千円

あ
っ
!!

　
　

サ
シ
バ
だ
!!

サ
シ
バ
サ
ミ
ッ
ト
っ
ち

　
　

い
つ
あ
る
の
か
い
ね

10
月
25
～
26
日
っ
ち
よ
～
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《

一
般
会
計 

》

　

歳

入
・

歳

出

総

額

は

40
億
４
３
６
９
万
７
千
円
で
前
年

度
に
対
し
３
７
６
２
万
７
千
円
増

額
で
，
前
年
度
比
0.9
％
の
増
額
予

算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳
入
の
主

な

内
訳
は
、
自

主

財

源

の

村

税

と

し
て

は

１
億
３
２
２
５
万
２
千
円
で
、
前

年
度
比
2.4
％
増
と
な
り
、
繰
入

金
が
６
億
９
３
５
７
万
円
で
、
前

年
度
比
67
％
増
額
予
算
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
本
年
度
も
基
金
か

ら
の
繰
入
れ
に
よ
っ
て
の
予
算
編

成
で
あ
り
、
新
た
な
自
主
財
源

増
の
施
策
方
針
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
な
る
財
政
健
全
化
を

行
い
、
適
正
な
行
財
政
運
営
を

強
く
望
み
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
訳
の
性
質
別
の

割
合
は
、
人
件
費
7.6
％
増
、
扶

助
費
7.0
％
増
、
公
債
費
1.2
％
増
、　

投
資
的
経
費
に
お
い
て
は
10
．

６
％
減
額
計
上
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
と
も
公
債
費
削
減
は

も
と
よ
り
財
政
健
全
化
を
念
頭

に
、
自
主
財
源
の
増
加
や
、
公
債

費
負
担
比
率
を
改
善
す
る
努
力

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

 《

特
別
会
計
・
企
業
会
計 

》

4
特
別
会
計
歳
入
歳
出
総
額

６
億
９
０
６
５
万
１
千
円
、
前
年
度

比
2.6
％
の
減
額
予
算
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

国
保
事
業
は
、
前
年
度
比
32
％
の

増
と
な
っ
て
お
り
、
国
保
施
設
事
業

は
52
．
７
％
減
、
介
護
保
険
事
業
は

ほ
ぼ
同
額
で
0.1
％
減
、
後
期
高
齢
者

医
療
事
業
は
7.2
％
減
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
特
別
会
計
は
、
依
然
と
し
て

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
維
持
運

営
さ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
り
、
今
後

も
独
立
採
算
を
原
則
に
運
営
を
求
め

ま
す
。

　

2
企
業
会
計
の
簡
易
水
道
事
業
、

集
落
排
水
事
業
の
歳
入
歳
出
総
額

は
、
５
億
８
１
４
９
万
円
、
前
年
度

比
14
．
４
％
の
増
額
予
算
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
両
会
計
は
公
営
企
業
会
計

の
適
用
に
移
行
さ
れ
、
経
営
・
資
産

等
の
状
況
が
正
確
に
把
握
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
健
全
な
経
営
実
現
を
求
め

ま
す
。

《

主
な
意
見
・
質
疑
》

　

▼
森
林
環
境
税
に
お
い
て
は
、
配

当
割
合
も
考
慮
す
る
よ
う
、
国
・
県

へ
要
望
す
る
こ
と
。

　

▼
住
宅
使
用
料
・
水
道
使
用
料
等

に
つ
い
て
は
、
連
帯
保
証
人
、
相
続

関
係
者
か
ら
徴
収
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
。

　

▼
国
際
サ
シ
バ
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
村
内
外
に
周
知
を
徹
底
し
、
開

催
に
臨
む
こ
と
。

　

▼
現
在
運
行
し
て
い
る
「
マ
ジ
ン
ス

ロ
ー
カ
ー
」
の
運
行
範
囲
を
広
げ
、

時
期
限
定
で
の
運
行
も
検
討
す
る
こ

と
。

　

▼
電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
と
の
購
入
補
助

は
で
き
な
い
か
。

　

▼
野
ヤ
ギ
対
策
と
し
て
、
駆
除
頭

数
を
増
や
す
な
ど
検
討
す
る
こ
と
。

　

▼
県
営
急
傾
斜
事
業
に
つ
い
て
、
土

砂
崩
壊
な
ど
で
人
命
に
関
わ
る
こ
と

で
あ
る
た
め
用
地
買
収
が
終
了
し
て

い
る
個
所
か
ら
先
行
し
て
事
業
に
着

手
で
き
な
い
か
、
県
へ
要
望
す
る
こ

と
。

　

▼
消
防
団
員
の
人
員
不
足
に
つ
い
て

は
、
解
消
に
向
け
充
分
検
討
す
る
こ

と
。

　

▼
増
刷
し
た
書
物
「
ウ
ム
イ
」「
な

ぎ
物
語
」「
輿
湾
大
親
」
は
、
周
知

を
図
り
、
販
売
す
る
こ
と
。

　

▼
各
校
区
活
性
化
委
員
会
と
連
携

を
図
り
、
少
子
化
対
策
に
取
り
組
む

こ
と
。

　

▼
無
医
村
に
な
ら
な
い
よ
う
、
高

校
・
医
大
生
へ
啓
発
を
行
う
と
同
時

に
、
医
師
・
看
護
師
の
確
保
に
努
め

る
こ
と
。

　
▼
専
門
職
の
正
規
採
用
に
努
め
る
こ

と
。

　

▼
物
価
高
騰
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
価
格

に
つ
い
て
、
村
単
独
で
の
補
助
は
で
き

な
い
か
。

予
算
審
査
報
告

予
算
審
査
報
告

～ 予算審査特別委員会の様子 ～

予算審査特別委員会
委員長　壽山 新太郎  

ユ
ワ
ン
フ
ウ
ヤ
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可決された可決された

案 件案 件

・専決処分（一般会計補正予算）
・ 一般会計補正予算
・ 国保施設事業特別会計補正予算
・ 介護保険事業特別会計補正予算
・ 後期高齢者医療事業特別会計補正予算
・ 集落排水事業会計補正予算

令和７年第１回定例会
（  ３ 月 ４ 日  ～  ３ 月 １ ４ 日  ）

【 令和 6 年度 補正 】

【 条 例 】
・ 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について
・宇検村消防団員の定員、任命、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例について
・宇検村職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について
・宇検村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について
・宇検村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
・宇検村子ども医療費給付条例の制定について
・宇検村子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例について
・宇検村営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例について
・宇検村農業用トラクター耕うん機及び農機具使用条例の一部を改正する条例について
・宇検村観光拠点施設「ケンムンの館」指定管理者の指定について

【 その他 】
・ 工事請負変更契約について（宇検村陸上競技場大規模改修工事）
・工事請負変更契約について（５災　第 138 号道路災害復旧工事（奄美中央線））
・工事請負変更契約について（湯湾港港湾メンテナンス工事　Ｒ５繰）
・工事請負変更契約について（５災　第 39 号河川災害復旧工事（河内川））
・工事請負変更契約について（４災　第 14 号道路災害復旧工事（奄美中央線））

【 諮 問 】
・人権擁護委員の推薦につき議会の意見を
　求めることについて
　　吉久　征男　 氏　（ 阿室 ）　　答申

【 発 議 】
・ 宇検村議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例について
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○○  

定
員
（

定
員
（
2626
名
）
の
範
囲
内
で
、ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。

名
）
の
範
囲
内
で
、ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。

○○  

受
付
票
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
す
。

受
付
票
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
す
。

９ P

令和７年第１回定例会

一 般 質 問一 般 質 問

一般質問？
えーっと．．．。

一 般 質 問
議員が、村長や執行部に行政の執行
状況、課題、今後の方針などを質問
する場であり、住民の声を届ける重
要な機会です。質問のみならず、意
見を伝えることもできます。

壽山 新太郎（ ｼﾞｭﾔﾏｼﾝﾀﾛｳ）　議員壽山 新太郎（ ｼﾞｭﾔﾏｼﾝﾀﾛｳ）　議員

10 P

倉本 富夫 （ ｸﾗﾓﾄﾄﾐｵ）　議員倉本 富夫 （ ｸﾗﾓﾄﾄﾐｵ）　議員

川上 真理（ カワカミマリ）　議員川上 真理（ カワカミマリ）　議員

肥後 充浩（ ヒゴミツヒロ）　議員肥後 充浩（ ヒゴミツヒロ）　議員

６

P

７ P

P

議
会
は
、
村
の
予
算
や
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
大
切
な
場
で
す
。

議
会
は
、
村
の
予
算
や
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
大
切
な
場
で
す
。

３月５日（水）～３月６日（木）

８

吉永 常明（ ﾖｼﾅｶﾞﾂﾈｱｷ）　議員吉永 常明（ ﾖｼﾅｶﾞﾂﾈｱｷ）　議員

本本年度予算の

　　　　主な事業

持持続可能な

　農林業の振興策は

遊遊休農地の解消方法と

　　有効活用の施策は

施施政方針について

高高校生通学バスの

　　利便性向上を図れ
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（
村
長
）
主
に
ハ
タ
類
の
育
成
を
目
的
と
し
た

増
殖
場
２
ヶ
所
を
令
和
７
年
度
に
設
置
が
採

択
さ
れ
た
が
設
置
時
期
は
未
定
。
今
後
は
県

及
び
宇
検
村
漁
業
協
同
組
合
と
協
議
を
行

い
、
計
画
を
確
実
に
進
め
て
行
き
た
い
。

（
吉
永
）
ど
ん
と
祭
り
11
月
開
催
に
つ
い
て
伺

う
。

（
村
長
）
令
和
６
年
度
は
花
火
を
メ
イ
ン
に
秋

祭
り
と
い
う
新
た
な
試
み
で
開
催
し
、
大
盛

況
と
な
っ
た
。
実
行
委
員
会
の
協
議
に
よ
り
、

令
和
７
年
度
以
降
11
月
の
第
１
日
曜
日
に
開

催
を
決
定
し
た
。

（
吉
永
）
阿
室
工
区
、
生
勝
工
区
の
整
備
に
つ

い
て
伺
う
。

（
村
長
）
阿
室
工
区
は
令
和
５
年
度
に
測
量
設

計
が
完
了
。
令
和
６
年
度
か
ら
県
単
道
路
整

備
災
害
防
除
事
業
に
て
用
地
買
収
を
推
進
中

で
、
用
地
取
得
登
記
が
済
み
次
第
、
工
事
着

工
予
定
。
生
勝
工
区
は
、
芦
検
か
ら
生
勝
間

の
未
改
良
区
間
の
解
消
を
図
る
た
め
、
令
和

８
年
度
の
新
規
事
業
採
択
に
向
け
て
令
和
７

年
度
概
算
要
望
す
る
予
定
。

の
３
ヶ
年
と
し
、
生
産
技
術
の
安
定
と
品
質

向
上
へ
の
意
識
を
高
め
、
生
産
農
家
の
高
収

益
を
目
指
し
て
い
る
。

（
吉
永
）
農
産
物
の
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
イ
ノ
シ
シ
被
害
は
、
電
気
柵
等
を
設

置
し
被
害
が
減
少
し
、
今
後
も
宇
検
村
鳥
獣

対
策
資
材
購
入
費
補
助
を
活
用
し
た
設
置
を

呼
び
か
け
て
い
く
。
カ
ラ
ス
の
被
害
対
策
は

箱
罠
の
活
用
や
黒
テ
グ
ス
で
の
対
策
を
紹
介

し
被
害
は
減
少
。
ネ
ズ
ミ
に
関
し
て
は
ク
マ

リ
ン
を
配
布
し
、
一
斉
駆
除
等
を
農
家
と
共

に
行
っ
て
い
く
。
ヒ
ヨ
ド
リ
被
害
に
つ
い
て
は
、

被
害
額
、
被
害
面
積
の
算
出
が
難
し
く
、
防

鳥
網
に
て
作
物
を
被
覆
す
る
対
策
を
呼
び
か

け
、
保
護
鳥
の
錯
誤
捕
獲
は
見
回
り
を
増
や

す
よ
う
周
知
徹
底
を
し
て
い
る
。

（
吉
永
）
増
殖
場
２
ヶ
所
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

（
吉
永
）
主
な
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
土
砂
処
分
場
工
事
、
湯
湾
生
活
会

館
改
修
工
事
、
粉
砕
機
購
入
。

（
吉
永
）
40
億
４
千
万
の
財
源
は
。

（
村
長
）
国
庫
補
助
金
と
起
債
を
見
込
ん
で
い

る
。

（
吉
永
）
新
規
就
農
者
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
新
規
就
農
者
支
援
制
度
の
検
討
を

進
め
、
初
期
投
資
や
生
活
支
援
に
対
す
る
補

助
制
度
の
整
備
を
目
指
し
て
い
く
。

（
吉
永
）
フ
ル
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
に

つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
タ
ン
カ
ン
及
び
津
之
輝
を
対
象
に
し

た
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
事
業
計
画
で
、

実
施
期
間
は
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
９
年
度 吉永　常明  議員

本
年
度
予
算
の
主
な
事
業

本
年
度
予
算
の
主
な
事
業

／／
湯
湾
大
棚
線
の

湯
湾
大
棚
線
の

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
測
量
設
計
委
託

測
量
設
計
委
託ﾖｼﾅｶﾞ ﾂﾈｱｷ

（
吉
永
）
漁
業
集
落
排
水
事
業
の
施
設
更
新

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

（
産
振
課
）
阿
室
・
平
田
集
落
の
マ
ン
ホ
ー
ル

の
数
を
削
減
、
処
理
施
設
の
中
で
水
処
理
を

行
っ
て
い
る
が
、
真
空
施
設
を
残
し
な
が
ら
、

水
の
処
理
に
対
し
て
は
既
製
品
の
浄
化
槽
を

設
置
す
る
考
え
。

（
吉
永
）
県
道
・
村
道
の
除
草
等
維
持
管
理
に

つ
い
て
、
民
間
業
者
、
元
気
の
出
る
公
社
へ
の

業
務
委
託
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
令
和
７
年
度
よ
り
民
間
業
者
と
元

気
の
出
る
公
社
が
行
う
予
定
で
年
３
回
以
上

の
除
草
作
業
を
行
う
。

（
吉
永
）
阿
室
へ
き
地
保
育
所
の
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
現
在
の
園
児
は
４
名
。
令
和
７
年
度

は
５
名
、
令
和
10
年
度
に
は
０
人
と
な
る
。

休
園
な
ど
の
判
断
に
つ
い
て
は
保
護
者
や
地

域
の
意
見
も
参
考
に
判
断
し
た
い
。

持
続
可
能
な
農
林
業
の
振
興

持
続
可
能
な
農
林
業
の
振
興

水
産
物
の
振
興

水
産
物
の
振
興

商
工
業
振
興

商
工
業
振
興

交
通
基
盤
の
整
備

交
通
基
盤
の
整
備

生
活
環
境
づ
く
り

生
活
環
境
づ
く
り

安
心
・
安
全
な
地
域
社
会
づ
く
り

安
心
・
安
全
な
地
域
社
会
づ
く
り

阿
室
へ
き
地
保
育
所

阿
室
へ
き
地
保
育
所

～ 殺そ剤・クマリン ～
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置
の
呼
び
か
け
を
実
施
し
て
い
る
。

（
壽
山
）
村
で
一
斉
に
設
置
し
て
か
ら
16
年
が

経
過
し
、
電
池
切
れ
の
警
報
器
も
多
く
み
ら

れ
る
。
若
い
世
代
の
方
は
、
対
応
可
能
で
あ

る
が
、
私
が
言
い
た
い
の
は
、
高
齢
者
の
方
々

に
対
す
る
対
応
で
あ
る
。
集
落
単
位
で
対
応

す
る
の
か
、
消
防
団
が
対
応
す
る
の
か
等
の

設
置
対
応
規
準
を
設
定
し
、
高
齢
者
の
方
々

に
対
す
る
対
応
の
強
化
を
是
非
お
願
い
し
た

い
。（
要
望
）

（
壽
山
）
防
災
訓
練
に
つ
い
て
、
住
民
や
団
員

よ
り
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
と
の
声
が
あ
る

が
、
防
災
訓
練
の
更
な
る
充
実
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
基
本
的
な
訓
練
は
継
続
し
て
い
く
。

今
後
は
、
地
震
・
津
波
想
定
の
車
避
難
訓
練

を
新
た
に
実
施
し
て
い
く
。

（
壽
山
）
現
在
、
陸
上
競
技
場
を
再
整
備
中

で
あ
り
、
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
を
積

極
的
に
進
め
て
い
く
事
が
重
要
視
さ
れ
る
が
、

具
体
的
な
合
宿
誘
致
対
策
を
伺
う
。

（
村
長
）
学
生
ス
ポ
ー
ツ
ゼ
ミ
合
宿
の
費
用
助

成
と
、
宿
泊
所
と
運
動
公
園
施
設
が
徒
歩

圏
内
で
あ
る
良
好
な
条
件
を
前
面
に
打
ち
出

農
業
共
済
制
度
の
加
入
を
促
進
し
て
い
く
と

あ
る
が
。

（
村
長
）
講
習
会
等
を
活
用
し
、
広
く
周
知

し
て
い
く
。

（
壽
山
）
鳥
獣
被
害
が
深
刻
だ
が
、
更
な
る

効
果
的
な
対
策
・
支
援
策
を
講
じ
る
べ
き
で

あ
る
が
見
解
を
伺
う
。

（
村
長
）
鳥
獣
対
策
と
し
て
は
現
在
、
電
気
柵

や
金
網
フ
ェ
ン
ス
等
設
置
へ
の
資
材
購
入
補
助

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
の
対
策
・
支
援
策

と
し
て
は
、
生
息
環
境
の
整
備
・
地
域
ぐ
る

み
の
対
策
を
考
え
て
い
る
。

（
壽
山
）
資
材
購
入
補
助
に
つ
い
て
は
、
申
請

手
続
き
案
内
等
も
含
め
、
も
っ
と
広
く
村
民

に
対
し
、
周
知
・
啓
発
を
す
べ
き
で
あ
る
が
。

（
産
振
課
）
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
申
請

書
と
領
収
書
を
提
出
し
て
頂
け
れ
ば
、
そ
れ

に
対
し
、
半
額
を
お
支
払
い
す
る
形
な
の
で
、

活
用
し
て
頂
き
た
い
。

（
壽
山
）
消
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
、

火
災
警
報
器
の
未
設
置
家
屋
が
多
い
と
の
意

見
が
あ
る
。
未
設
置
家
屋
に
対
す
る
対
策
を

伺
う
。

（
村
長
）
個
別
訪
問
や
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
で
設

（
壽
山
）
園
芸
作
物
等
の
ブ
ラ
ン
ド
協
力
金
助

成
に
つ
い
て
、
新
た
な
助
成
項
目
は
設
定
し

な
い
の
か
。

（
村
長
）
現
状
で
は
、
新
た
な
助
成
項
目
の
設

定
は
考
え
て
い
な
い
。

（
壽
山
）
過
去
の
一
般
質
問
の
中
で
も
要
望
し

て
い
る
、
タ
ン
カ
ン
苗
木
購
入
補
助
を
再
度

検
討
で
き
な
い
か
。

（
村
長
）
農
家
の
方
や
果
樹
部
会
の
方
、
ま
た
、

タ
ン
カ
ン
以
外
の
農
家
の
方
々
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

（
壽
山
）
近
隣
町
村
に
お
い
て
も
購
入
補
助
を

実
施
し
て
い
る
。
他
町
村
が
実
施
で
き
て
本

村
が
実
施
で
き
な
こ
と
は
な
い
。
関
係
機
関

と
連
携
し
、
是
非
、
タ
ン
カ
ン
苗
木
購
入
補

助
を
実
現
し
て
頂
き
た
い
。（
再
要
望
）

（
壽
山
）
自
然
災
害
や
不
測
の
リ
ス
ク
に
備
え
、 壽山 新太郎  議員

し
、
幅
広
い
団
体
が
利
用
で
き
る
よ
う
周
知

し
て
い
く
。

（
壽
山
）
合
宿
環
境
に
つ
い
て
は
素
晴
ら
し
い

宇
検
村
で
あ
る
。
し
か
し
、
ネ
ッ
ク
に
な
る
の

が
や
は
り
宿
泊
施
設
と
食
事
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
村
当
局
の
見
解
を
伺
う
。

（
教
育
委
員
会
）
今
ま
で
各
団
体
の
関
係
者
の

方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
合
宿
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
引
き
続
き
関
係
者
の
協

力
を
得
な
が
ら
や
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

ｼﾞｭﾔﾏ ｼﾝﾀﾛｳ

持
続
可
能
な
農
林
の
振
興
策
は

持
続
可
能
な
農
林
の
振
興
策
は

／／
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
検
討
す
る

消
防
団
員
と
の
意
見
交
換
の
場

消
防
団
員
と
の
意
見
交
換
の
場

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

～ 再整備が終わった村陸上競技場 ～
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ま
た
、
令
和
７
年
度
で
粉
砕
機
を
購
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
安
定
し
た
バ
ー
ク
の
確
保
と

購
入
経
費
の
削
減
を
図
り
た
い
。

（
倉
本
）
地
域
交
通
計
画
に
お
い
て
本
村
の
考

え
は
ま
た
具
体
的
な
取
組
み
の
施
策
は
。

（
村
長
）
令
和
７
年
度
に
自
家
用
車
で
有
償
運

送
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

導
入
に
向
け
て
実
証
実
験
を
行
う
予
定
。

（
倉
本
）
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
は
。

（
企
観
課
）
公
共
交
通
の
バ
ス
運
行
の
代
わ
り

に
自
家
用
車
で
有
償
運
送
を
で
き
る
仕
組

み
。
２
路
線
の
バ
ス
が
運
行
し
て
い
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
際
、
利
便
性
の
問
題

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
今
年
度
国
土
交
通

省
の
実
証
事
業
が
あ
る
と
い
う
の
で
申
請
を

挙
げ
て
い
る
。

（
倉
本
）
地
域
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
は
何
か
。
ま
た
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
す
の
か
。

（
村
長
）
地
域
、
行
政
、
民
間
な
ど
が
連
携
し
、

総
合
戦
略
で
打
ち
出
し
た
事
業
等
を
実
施
す

る
た
め
に
計
画
を
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
す
る
人

（
倉
本
）
体
験
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
公
社
旅
行
部

門
の
ツ
ア
ー
と
あ
る
が
そ
の
内
容
は
。

（
村
長
）
去
年
10
月
に
旅
行
商
品
を
販
売
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
９
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
39
名
が

参
加
し
た
。
２
月
は
民
間
団
体
か
ら
企
画
を

依
頼
さ
れ
バ
ス
ツ
ア
ー
を
販
売
し
て
い
る
。

（
倉
本
）
旅
行
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
い
る
の
か
。

（
企
観
課
）
メ
ニ
ュ
ー
は
観
光
物
産
協
会
や
ガ

イ
ド
が
作
り
公
社
の
方
で
販
売
を
い
う
形
を

と
っ
て
い
く
。

（
倉
本
）
ツ
ア
ー
の
販
売
は
今
後
ど
の
よ
う
な

形
で
行
っ
て
い
く
の
か
。

（
企
観
課
）
宇
検
村
、
素
材
は
多
く
あ
る
の
で

広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
よ
う
に
協
力
を
し
な
が
ら
観

光
物
産
協
会
や
旅
行
部
一
体
と
な
っ
て
観
光

産
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

（
倉
本
）
バ
ー
ク
の
現
在
の
状
況
と
来
年
度
の

方
針
を
伺
う
。

（
村
長
）
昨
年
11
月
に
こ
れ
ま
で
契
約
し
て
い

た
事
業
所
と
の
契
約
解
除
の
合
意
を
し
た
と

こ
ろ
。
今
後
の
購
入
計
画
と
し
て
は
、
引
き

続
き
村
外
２
事
業
所
か
ら
の
購
入
を
行
う
。

（
倉
本
）
今
年
度
も
遊
休
農
地
を
開
墾
し
て
い

く
と
施
政
方
針
に
も
書
い
て
い
る
が
ど
こ
の

地
区
を
ど
れ
だ
け
増
や
し
て
い
く
の
か
。
ま

た
植
付
け
は
。

（
産
振
課
）
本
年
度
は
宇
検
集
落
を
開
墾
し
て

植
付
け
も
行
っ
て
い
く
予
定
。
植
付
け
は
公

社
と
協
議
し
て
進
め
て
い
く
。

（
倉
本
）
遊
休
農
地
解
消
し
た
後
は
公
社
に
任

せ
る
と
言
っ
て
い
る
が
人
手
も
時
間
も
足
り

な
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
。
ま
た
地
域
お
こ

し
協
力
隊
や
シ
マ
っ
ち
ゅ
見
習
い
隊
も
募
集
は

し
て
い
る
が
来
な
い
状
態
だ
が
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

（
産
振
課
）
何
件
か
問
い
合
わ
せ
が
き
て
お
り

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
公
社
の
農
業
部
門

に
従
事
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
独
立
し
て
も

ら
う
形
を
と
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

倉本　富夫  議員

遊
休
農
地
の
解
消
方
法
と

遊
休
農
地
の
解
消
方
法
と

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
有
効
活
用
の
施
策
は

有
効
活
用
の
施
策
は

／／
公
社
に
よ
る
開
墾
と

公
社
に
よ
る
開
墾
と

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
営
農
技
術
の
向
上

営
農
技
術
の
向
上ｸﾗﾓﾄ ﾄﾐｵ

元
気
の
出
る
公
社
旅
行
部
門

元
気
の
出
る
公
社
旅
行
部
門

地
域
公
共
交
通
計
画

地
域
公
共
交
通
計
画

地
域
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

地域プロジェクトマネージャー地域プロジェクトマネージャーっち何かい？？

地域活性化を目的としたプロジェクトを推進する人材のこと。

総務省が令和３年よりスタートさせた制度。本村では令和７年度より始まりました。

● 地域プロジェクトマネージャーに望むスキル一例として・・・

 　□ 観光やＩＴ技術を使った広報活動に関する実務経験がある。

 　□ プロジェクト進行に必要な実務経験がある。

 　□ 地域活性化に必要な人脈や関係者との信頼関係がある。

　 □ 地域の実情や強みを深く理解している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

材
。
宇
検
村
内
14
集
落
の
事
情
、
人
間
関
係

等
を
深
く
理
解
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
で

き
る
人
材
を
採
用
す
る
予
定
。

【
そ
の
他
質
問
】

　

・
ソ
バ
栽
培
の
現
状
と
今
後
の
方
針

　

・
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

公
社
が
取
り
扱
う
バ
ー
ク
の
現
状
は

公
社
が
取
り
扱
う
バ
ー
ク
の
現
状
は

地域おこし協力隊とは

ちょっとちがうんだね
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予
定
し
て
い
る
。
場
所
や
運
営
方
法
は
大
型

機
械
運
営
委
員
会
で
協
議
す
る
。

（
肥
後
）
赤
土
山
ト
ン
ネ
ル
要
望
活
動
計
画
は
。

（
村
長
）
２
月
に
県
知
事
へ
要
望
書
を
提
出
し

た
。

（
肥
後
）
宇
検
村
赤
土
山
バ
イ
パ
ス
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
は
い
つ
で
き
た
の
か
、
そ
の
メ
ン

バ
ー
は
。

（
村
長
）
そ
の
ま
ま
再
結
成
の
形
を
取
っ
た
。

宇
検
村
・
商
工
会
長
・
建
友
会
・
漁
協
・
農
協
・

観
光
物
産
協
会
・
区
長
会
な
ど
、
今
後
年
１

回
総
会
を
開
く
。

（
肥
後
）
看
板
の
設
置
に
つ
い
て
は
。

(

建
設
課)

以
前
設
置
し
た
看
板
の
移
設
を

考
え
て
い
る
。

で
追
撃
す
る
方
法
も
あ
る
。
他
の
自
治
体
と

も
協
議
を
し
な
が
ら
施
策
を
考
え
る
。

（
肥
後
）
Ｋ
｜
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
つ
い
て
、
現
在
の
認

証
品
目
、
取
得
農
家
数
は
。

（
村
長
）
現
在
は
マ
ン
ゴ
ー
、
卵
、
ト
マ
ト
の

品
目
が
認
証
さ
れ
て
お
り
、
４
戸
の
農
家
と

２
事
業
所
が
取
得
し
て
い
る
。

（
肥
後
）
新
た
な
品
種
の
取
得
は
。

（
産
振
課
）
タ
ン
カ
ン
の
認
証
を
推
進
し
て
い

く
予
定
。

（
肥
後
）
認
証
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

（
産
振
課
）
Ｋ
―
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
鹿
児
島
県
が
認
証

を
行
う
。
品
目
の
信
頼
性
が
向
上
す
る
。
タ

ン
カ
ン
に
つ
い
て
は
箱
を
補
助
、
マ
ン
ゴ
ー
に

つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
返
礼
品
や
箱
を
補
助
。

一
般
の
品
物
と
の
価
格
の
差
は
ま
だ
調
査
が

で
き
て
い
な
い
。
今
後
、
検
証
が
必
要
だ
と

考
え
る
。

（
肥
後
）
ソ
バ
の
実
証
試
験
結
果
は
。

（
産
振
課
）
令
和
５
年
に
開
始
し
、
令
和
６
年

に
は
実
証
で
き
な
か
っ
た
。
令
和
７
年
か
ら

令
和
９
年
ま
で
実
証
実
験
を
行
う
。

（
肥
後
）
堆
肥
生
産
に
必
要
な
粉
砕
機
の
購
入

計
画
は
ど
の
よ
う
に
？

（
産
振
課
）
令
和
７
年
度
の
予
算
に
計
上
し
て

あ
る
。
６
月
議
会
に
間
に
合
う
様
に
発
注
を

（
肥
後
）
鳥
獣
対
策
と
し
て
、
カ
ラ
ス
箱
罠
の

設
置
と
あ
る
が
何
ヶ
所
の
予
定
が
あ
る
の
か
。

（
村
長
）
今
年
度
は
新
た
に
生
勝
地
区
に
一
基

設
置
の
予
定
。

（
肥
後
）
設
置
に
当
た
り
、
各
区
長
か
ら
の
要

望
は
な
い
の
か
。

（
産
振
課
）
一
集
落
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
。

（
肥
後
）
ヒ
ヨ
ド
リ
、
カ
ラ
ス
対
策
に
つ
い
て
防

鳥
網
等
の
補
助
は
な
い
の
か
。

（
産
振
課
）
資
材
購
入
補
助
に
つ
い
て
は
、
ど

こ
で
買
っ
て
も
、
領
収
書
が
あ
れ
ば
１
／
２
の

補
助
が
あ
る
。
現
地
を
職
員
が
確
認
の
う
え

支
払
い
を
す
る
。

（
肥
後
）
予
防
で
シ
シ
脅
し
み
た
い
な
、
機
械

を
役
場
が
購
入
し
て
実
証
実
験
は
で
き
な
い

か
。

（
産
振
課
）
音
で
撃
退
す
る
方
法
や
、
レ
ザ
ー 肥後　充浩  議員

（
肥
後
）
公
社
旅
行
部
門
の
公
募
は
。

（
企
観
課
）
昨
年
の
11
月
か
ら
９
つ
の
メ
ニ
ュ
ー

で
販
売
、
バ
ス
ツ
ア
ー
の
商
品
も
販
売
す
る
。

（
肥
後
）
宿
泊
型
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
、
タ
ン
カ
ン

狩
り
や
パ
ッ
シ
ョ
ン
収
穫
な
ど
、
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
と
し
て
も
考
え
て
欲
し
い
。

（
肥
後
）
可
愛
し
ゃ
ん
く
わ
ぁ
ま
が
ぁ
ば
旅
す

む
ろ
の
内
容
は
。

（
村
長
）
夏
休
み
に
中
３
を
対
象
に
横
浜
市
で

職
場
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
。
財
源

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ン

グ
型
に
て
確
保
し
て
い
る
。

（
肥
後
）
今
年
度
の
申
込
状
況
は
。

（
村
長
）
今
年
度
は
、
高
校
６
件
・
短
期
大
及

び
大
学
５
件
の
申
込
み
が
あ
っ
た
。

（
肥
後
）
現
在
の
残
高
は
。

（
教
育
委
員
会
）
令
和
５
年
度
の
決
算
で

３
億
３
８
８
６
万
円
程
度
。

施
政
方
針
に
つ
い
て

施
政
方
針
に
つ
い
て

ﾋｺﾞ ﾐﾂﾋﾛ

観

光

観

光

赤
土
山
ト
ン
ネ
ル

赤
土
山
ト
ン
ネ
ル

子

育

て

子

育

て

育

英

基

金

育

英

基

金

～ 赤土山登り口にある看板 ～
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の
人
口
は
、
前
回
の
６
６
３
人
か
ら
９
７
９
人

と
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
一
定
の
成
果
は
あ
っ

た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
設
定
し
た
１
４
０
０

名
に
は
程
遠
く
、
大
変
厳
し
い
状
況
下
に
置

か
れ
て
い
る
。

（
川
上
）
人
口
減
少
を
な
ん
と
か
食
い
止
め
て

い
る
要
因
は
な
ん
だ
と
分
析
し
て
い
る
か
。

（
企
観
課
）
村
内
外
へ
の
流
入
・
流
出
に
つ
い

て
は
、
こ
の
５
年
間
ほ
ぼ
横
ば
い
の
た
め
、
維

持
で
き
て
い
る
要
因
に
つ
い
て
は
、
親
子
山
村

留
学
や
移
住
・
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
効
果
を

生
ん
で
い
る
と
い
え
る
。
第
三
次
創
生
総
合

戦
略
で
は
、
若
者
が
入
っ
て
く
る
村
に
す
る

た
め
の
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
し
て
い

き
た
い
。

（
川
上
）
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制

度
の
目
的
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
だ
と
思
う
が
、

３
年
間
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

果
た
す
べ
き
数
値
目
標
は
。

（
企
観
課
）
第
三
次
宇
検
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
数
値
目
標
が
あ
る
。

毎
年
の
検
証
の
中
で
、
そ
の
数
値
目
標
が
達

成
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

帰
宅
が
遅
く
な
る
生
徒
に
つ
い
て
は
、
新
村

か
ら
宇
検
行
き
の
つ
な
ぎ
の
バ
ス
が
な
い
。
村

の
助
成
制
度
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家

族
の
経
済
的
・
身
体
的
負
担
が
増
え
て
い
る

が
。

（
村
長
）
公
共
交
通
の
利
便
性
に
つ
い
て
は
追

求
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
村
民
の
意
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

（
川
上
）
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
に
か
ら

み
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
実
証
事
業
が
始
ま
る

が
、
安
全
性
は
確
保
で
き
る
の
か
。
現
契
約

事
業
所
と
は
運
行
の
更
な
る
拡
大
に
つ
い
て

十
分
な
議
論
を
行
っ
た
の
か
。

(

企
観
課)

宇
検
村
の
２
路
線
は
赤
字
路
線

の
う
え
に
運
転
者
不
足
と
い
う
現
状
に
あ
り
、

自
立
で
き
る
地
域
交
通
を
確
立
し
て
も
ら
い

た
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
自
家
用
有
償
運
送

が
実
現
す
る
よ
う
目
標
を
持
っ
て
協
議
し
て

い
き
た
い
。

（
川
上
）
第
二
次
創
生
総
合
戦
略
の
取
り
組

み
の
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
戦
略
が
人
口
減
少
対
策
と
し
て
い
る

観
点
か
ら
見
る
と
、
国
立
社
会
保
障
人
口
問

題
研
究
所
の
推
計
で
、
宇
検
村
の
２
０
６
０
年

（
川
上
）
高
校
生
通
学
バ
ス
の
利
便
性
の
向
上

に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
交
通

事
業
者
が
提
供
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

を
利
用
し
て
乗
車
で
き
る
方
法
を
導
入
し
た
。

（
川
上
）
通
学
バ
ス
助
成
金
に
つ
い
て
、
予
算

の
半
分
に
満
た
な
い
利
用
状
況
を
ど
う
分
析

し
て
い
る
か
。

（
住
税
課
）
予
算
の
積
算
の
も
と
し
て
、
１
・
２

年
生
の
進
級
人
数
お
よ
び
次
年
度
卒
業
予
定

者
に
バ
ス
の
定
期
代
の
平
均
×
12
月
で
予
算

立
て
し
て
い
る
。

（
川
上
）
高
校
生
バ
ス
助
成
制
度
は
、
若
者
の

村
内
へ
の
定
住
促
進
を
図
る
た
め
全
額
補
助

を
実
現
し
て
い
る
。
利
用
が
少
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
利
用
し
づ
ら
い
状
況
に
あ
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
か
。
実
際
に
部
活
動
等
で 川上　真理  議員

（
川
上
）
将
来
人
口
の
目
標
値
、
こ
の
３
年
で

何
名
増
や
そ
う
と
か
、
雇
用
や
定
住
促
進
に

つ
い
て
も
何
件
増
や
す
と
い
っ
た
目
標
を
村

と
し
て
持
っ
て
い
る
の
か
。

（
企
観
課
）
目
標
値
を
し
っ
か
り
立
て
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

（
川
上
）
宇
検
村
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
第
六

次
宇
検
村
総
合
振
興
計
画
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
施

政
方
針
に
い
っ
さ
い
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
は

な
ぜ
か
。

（
村
長
）
施
政
方
針
は
年
間
の
こ
と
を
大
ま
か

に
伝
え
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
重
点

施
策
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
い
く
も
の
と
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

（
川
上
）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
つ
い

て
、
計
画
の
練
り
直
し
の
段
階
で
あ
っ
て
も
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
し
た
村
だ
か

ら
こ
そ
、
村
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
位
置
づ

け
で
施
政
方
針
に
触
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
CO
２
削
減
、
再
エ
ネ

で
の
地
産
地
消
を
ぜ
ひ
実
現
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

高
校
生
通
学
バ
ス
の

高
校
生
通
学
バ
ス
の

　
　
　
　

　
　
　
　
利
便
性
向
上
を
図
れ

利
便
性
向
上
を
図
れ

／／
地
域
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て

地
域
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
検
討
し
て
い
く

検
討
し
て
い
くｶﾜｶﾐ ﾏﾘ

第
三
次
宇
検
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

第
三
次
宇
検
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
策
定
に
あ
た
っ
て

創
生
総
合
戦
略
の
策
定
に
あ
た
っ
て

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
果
た
す
目
標
値
は

の
果
た
す
目
標
値
は

ゼ

ロ

カ

ー

ボ

ン

ゼ

ロ

カ

ー

ボ

ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
は
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第４３回第４３回

大島本島南部町村議会議員大会・研修会大島本島南部町村議会議員大会・研修会

令和７年２月６日（木） 大島本島南部町村（大和村・瀬戸内町・宇検村）議員大会が瀬戸内町きゅ
ら島交流館において開催され、各町村より下記の議題が提出され全会一致で決議されました。
　１．国道 58 号線（奄美市住用町役勝～網野子トンネル起点間，勝浦～阿木名間における
　　　トンネル化）の改良促進について

　２．主要地方道湯湾新村線のトンネル建設早期実現について
　３．主要地方道名瀬瀬戸内線の大金久～戸円間トンネルの早期実現について

県政報告（禧久県議）県政報告（禧久県議）

海原議員による
提案理由の説明

～ 研 修 会 ～～ 研 修 会 ～

－ 　 大 会 の 様 子 　 －

講 師 ： 陣 内 裕 樹  氏講 師 ： 陣 内 裕 樹  氏

講師の陣内裕樹氏（内閣府
クールジャパンプロデュー
サー・鹿児島県ＤＸ推進ア
ドバイザー）による「奄美
と日本の未来を創るデジタ
ル変革（ｄｘ）」をテーマに
講演がありました。

　

宇
検
村
か
ら
国
道
58
号
線
に
接
続
す
る

当
路
線
は
、
山
が
多
い
地
形
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
路
線
が
曲
が
り
く
ね
り
、
急
勾
配

が
多
く
、
豪
雨
・
台
風
時
に
は
土
砂
の
崩

壊
や
落
石
に
よ
る
交
通
規
制
も
お
き
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
本
村
の
遠
隔
地
域
集
落

か
ら
奄
美
市
の
医
療
機
関
へ
救
急
搬
送
す

る
際
の
所
要
時
間
は
約
１
時
間
30
分
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
ト
ン
ネ
ル
を
建
設
す
る

こ
と
で
、
奄
美
市
へ
の
直
線
的
な
移
動
が

可
能
と
な
り
、
移
動
時
間
が
大
幅
に
短
縮

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
救
急
搬
送
さ
れ
た

方
の
尊
い
命
を
守
り
、
村
民
の
安
心
感
を

高
め
る
た
め
に
も
ト
ン
ネ
ル
は
必
要
不
可

欠
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

地
域
振
興
観
点
の
１
つ
目
と
し
て
本
村

は
、
養
殖
業
が
盛
ん
な
こ
と
か
ら
大
型
ト

レ
ー
ラ
ー
が
頻
繁
に
通
行
し
て
お
り
、
物

流
ル
ー
ト
と
し
て
当
路
線
は
大
変
重
要
で

あ
り
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
を
建
設
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
交
通
緩
和
、
地
域
間
の
物
流
コ

ス
ト
の
削
減
、
商
品
や
生
活
物
資
の
供
給

が
安
定
し
ま
す
。

　

２
つ
目
に
本
村
は
、
美
し
い
自
然
や
文

化
が
魅
力
の
観
光
資
源
を
多
く
有
し
て
お

り
ま
す
が
、
２
０
２
１
年
７
月
の
世
界
自

然
遺
産
登
録
後
で
も
交
通
ア
ク
セ
ス
条
件

の
悪
さ
か
ら
観
光
客
誘
致
は
課
題
と
な
っ

て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
整

備
に
よ
り
、
島
内
外
住
民
の
み
な
ら
ず
増

加
傾
向
に
あ
る
海
外
の
観
光
客
の
誘
致
も

可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ

ウ
サ
ギ
や
ケ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
等
の
希
少
動
物

を
ロ
ー
ド
キ
ル
か
ら
守
る
こ
と
に
よ
り
生

態
系
維
持
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

当
該
路
線
の
ト
ン
ネ
ル
建
設
は
、
村
民

の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
物
流
や
観
光
の
発
展
を
通
じ
て
、
奄

美
大
島
本
島
全
体
の
活
性
化
を
促
進
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
安
全
性

や
災
害
時
の
対
策
の
観
点
か
ら
も
ト
ン
ネ

ル
整
備
は
非
常
に
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ

り
、
主
要
地
方
道
湯
湾
新
村
線
の
ト
ン
ネ

ル
の
早
期
実
現
が
な
さ
れ
ま
す
よ
う
強
く

要
望
い
た
し
ま
す
。
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【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】　　

　
　

委
員
長　
　
　
　

壽
山　

新
太
郎

【
発
行
責
任
者
】　　

　
　

議　
　

長　
　
　
　

喜
島　

孝
行

委　
　

員　
　
　
　

川
上 

真
理

委　
　

員　
　
　
　

倉
本　

富
夫

　

春
の
訪
れ
と
共
に
新
年
度
が
始
ま
り
、
あ
っ
と
い

う
間
に
清
々
し
い
初
夏
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
村

民
の
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
今
回
の
議
会
は
、
令
和
７
年
度
の
当
初
予

算
を
中
心
に
、
こ
れ
か
ら
の
宇
検
村
の
方
向
性
を
決

定
す
る
重
要
な
議
案
に
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

議
決
さ
れ
ま
し
た
。
村
民
の
代
表
と
し
て
、
村
民
の

皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
め
ざ
し
、
今
後
は
可

決
さ
れ
ま
し
た
予
算
が
適
正
に
執
行
さ
れ
る
よ
う
行

政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
高
め
て
参
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は
、
今
後
も
村
民
の
方
々

に
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
の
作
成
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
宇
検
村
議
会
に
対
し
、
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

●
皆
さ
ま
新
年
度
で
何
か
と
御
多
忙
か
と
存
じ
ま
す

が
、
体
調
を
崩
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
●

                                                      

壽
山　

新
太
郎

編

集

後

記

■発行／宇検村議会　Tel:0997-67-2211
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望

要

望

知
事
に
思
い
を
・・・

知
事
に
思
い
を
・・・

令

和

７

年

令

和

７

年

第

２

回

定

例

会

第

２

回

定

例

会

の

開

催

は

・

・

・

の

開

催

は

・

・

・

　
　
　
　

６

月

６

月

1 61 6

日

の

週

を

予

定

日

の

週

を

予

定
し

て

い

ま

す

。

し

て

い

ま

す

。

請願・陳情について請願・陳情について

 ● 請願・陳情
　村政について意見や要望があるときは、誰でも請願書や 陳情書を議会に
　提出することができます。
　 ※ 請願書提出の際は、村議会議員の紹介が必要です。

 ● 請願・陳情の作成
　 決まった書式はありません。次の要領で作成してください。
　 ◎ 提出年月日、住所・氏名を記載し、押印してください。
　 ◎ 請願書の場合は、必ず紹介議員の氏名を記載し、押印してください。
　 ◎ 内容を示す表題を付け、趣旨は簡潔に、理由は詳細に記載してください。
　 ◎ 宛先は、村議会議長としてください。

 ● 提出方法
　 いつでも受け付けていますが、定例会の運営について開かれる議会運営委員会
　 前日までに受理したものが、その定例会で審査されます。
　 それ以降に受理したものについては、次回の定例会で審査することになります。

　令和７年 2 月 26 日（水）鹿児島県庁にて宇検村赤土山バイパス整備促進既成
同盟会（会長 保池広和）、元山村長とともに「主要地方道湯湾新村線のトンネル
建設早期実現について」の要望を塩田県知事に提出しました。
　議会としても早期実現に向け、取り組んでまいります。


